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定

漢
代
の
物
債
記
録
と
史
記
貨
嫡
停

漢
代
の
物
債
を
知
る
た
め
の
史
料
に
は
大
凡
そ
三
つ
の
グ

Y
1
プ
が
あ
る
。
第
一
は
漢
代
の
諸
書
に
散
在
す
る
断
片
的
な
史
料
で
あ
り
、
こ

れ
に
つ
い
て
は
肢
に
民
圃
十
八
年
後
行
の
燕
京
撃
報
第
五
期
に
、
思
先
之
の
「
西
漢
物
債
考
」
が
載
せ
ら
れ
て
居
り
、
零
細
な
材
料
を
よ
く
蒐

集
し
て
い
る
。
第
二
は
近
出
の
漢
簡
で
あ
り
、
そ
の
土
地
が
漣
境
と
い
う
特
殊
な
地
帯
で
は
あ
る
が
、
賞
時
の
生
活
を
ま
，
さ
ま
ざ
と
惇
え
た
根

本
史
料
で
あ
り
、
特
に
そ
の
中
の
物
債
に
聞
す
る
記
録
は
甚
だ
珍
重
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
こ
の
道
の
専
門
家
と
も
言
う
べ
き
努

験
氏
の
カ
作
「
居
延
漢
簡
考
樺
」

(
以
下
引
用
に
は
考
障
と
略
す
)
及
び
「
漢
簡
中
的
河
西
経
湾
生
活
」
(
歴
史
籍
言
研
究
所
集
刊
十
一
本
)
が
あ
り
、

こ
れ
を

利
用
し
た
卒
中
苓
次
教
掩
の
「
居
延
漢
簡
と
漢
代
の
財
産
税
」
(
立
命
館
大
恩
人
文
科
弔
研
究
所
紀
要
一
蹴
)
、
及
び
最
近
の
宇
都
宮
清
吉
救
掩
著
「
漢
代

祉
曾
経
済
史
研
究
」
の
第
三
章
西
漢
時
代
の
都
市
、
が
あ
る
。
そ
し
て
第
三
は
宇
都
宮
救
持
が
前
著
で
取
上
げ
、
私
も
ま
た
こ
れ
か
ら
問
題
と

し
よ
う
と
す
る
史
記
貨
殖
偉
中
の
物
債
一
質
表
と
も
一
吉
う
べ
き
記
事
で
あ
る
。

史
記
貨
殖
俸
の
中
に
嘗
時
の
物
債
を
推
定
す
べ
き
一
一
驚
表
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
周
知
の
こ
と
で
あ
り
、
凡
そ
支
那
皐
に
志
す
ほ
ど
の
者

は
誰
し
も
一
度
は
必
ず
こ
の
表
か
ら
前
漢
武
帝
時
代
の
物
債
を
復
原
し
て
見
ょ
う
と
取
り
か
か
っ
て
見
た
に
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
私
も
今
か

世
犯
貨
殖
博
物
細
川
考
麓
(
宮
崎
)

1四
五
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ら
三
十
年
ほ
ど
前
、
大
皐
生
で
あ
っ
た
時
分
に
内
藤
湖
南
博
士
の
講
席
に
列
し
、
東
洋
古
代
史
の
普
通
講
義
を
受
講
し
て
そ
の
レ
ポ
ー
ト
に
こ

の
貨
硝
俸
を
題
材
と
し
て
課
せ
ら
れ
、
非
常
な
興
味
を
以
て
こ
の
問
題
に
取
掛
つ
て
は
見
た
も
の
の
、
そ
の
最
初
に
出
て
く
る
馬
牛
羊
段
の
記

事
解
明
が
ど
う
し
て
も
出
来
す
、

た
だ
奮
設
に
従
っ
て
お
茶
を
濁
す
の
外
な
か
っ
た
。
其
後
度
々
同
じ
問
題
に
立
向
っ
た
が
遂
に
讃
解
の
鍵
を

得
ず
、
近
時
た
ま
た
ま
戎
る
必
要
か
ら
久
し
振
り
で
再
び
手
を
染
め
た
と
こ
ろ
、
今
度
は
ど
う
や
ら
曲
り
な
り
に
も
解
決
に
到
達
し
た
と
倍
、
す

る
。
果
し
て
花
の
解
稼
が
営
を
得
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
、
引
払
案
を
披
漉
し
て
大
方
の
批
剣
を
仰
ぎ
た
い
と
思
う
。

e 

さ
て
貨
殖
俸
の
問
題
の
個
所
は
嘗
面
必
要
な
部
分
だ
け
原
文
を
引
用
す
れ
ば

封
者
食
租
税
。
歳
率
戸
二
百
。
千
戸
之
君
。
則
二
十
寓
。
朝
鋭
聴
享
出
其
中
。
庶
民
農
工
商
寅
。
十
牟
亦
歳
前
向
息
二
千
。
戸
百
部
之
家
。
則

二
十
高
。
而
更
待
租
賦
出
其
中
。
衣
食
之
欲
。
怒
所
好
美
失
。
故
日
。
陸
地
牧
馬
二
百
蹄
。
牛
蹄
角
千
。
千
足
羊
。
湾
中
千
足
品
。
水
居

千
石
魚
限
。
山
居
千
章
之
材
。
安
邑
千
樹
祭
。
燕
秦
千
樹
架
。
萄
漢
江
陵
千
樹
楠
。
准
北
常
山
己
南
河
湾
之
問
千
樹
萩
。
陳
夏
千
畝
漆
。

替
魯
千
畝
桑
麻
。
滑
川
千
畝
竹
。
及
名
園
高
家
之
減
。
帯
郭
千
畝
畝
錯
之
因
。
若
千
畝
庖
茜
。
千
畦
喪
主
。
此
英
人
皆
輿
千
戸
候
等
。
然

凡
編
戸
之
民
。
富
相
什
則
卑
下
之
。
伯
則

是
富
給
之
資
也
。
不
窺
市
井
。

不
行
異
色
。
坐
而
待
牧
。
身
有
慮
士
之
義
市
取
給
吾
川
(
中
略
)

0

畏
偉
之
。
千
則
役
。
寓
則
僕
。
物
之
理
也
。
夫
用
貧
求
富
。
農
不
如
工
。
工
不
如
商
。
刺
繍
文
不
如
傍
市
門
。
此
A

一
一
口
末
業
賞
者
之
費
也
G

①
 

通
色
大
都
。
酌
一
歳
千
眼
。
酪
醤
千
羽
。
醤
千
紙
。
屠
牛
羊
免
千
皮
。
販
穀
燃
〔
雑
〕
千
鎖
。
薪
業
千
車
。
船
長
千
丈
。
木
千
章
。
竹
竿

・
②
・
・

高
A
I
。
其
紹
車
百
乗
。
牛
車
千
雨
。
木
器
緊
者
千
枚
。
銅
器
千
鈎
。
素
木
鍛
器
。
若
厄
茜
千
石
。
馬
蹄
倣
千
。
牛
千
足
。
羊
政
千
使
。
憧

手
指
千
。
筋
角
丹
沙
千
斤
。
其
自
紫
紺
布
千
鈎
。
文
采
千
匹
。
楊
布
皮
革
千
石
。
漆
千
斗
。
葉
麹
腕
鼓
千
苓
。
飴
紫
千
斤
。
鯛
千
石
。
飽

千
鈎
。
薬
栗
千
石
者
三
之
。
狐
関
委
千
皮
。
莱
羊
袈
千
石
。
腕
席
千
具
。
佑
果
菜
千
錆
。
子
貸
金
銭
千
貫
節
駈
命
日
。
食
寅
三
之
。
廉
町
民
五

之
。
此
亦
比
千
乗
之
家
。
其
大
卒
也
。
佑
雑
業
不
中
什
二
。
則
非
吾
財
也
。

と
あ
り
、
中
で
も
傍
黙
を
附
し
た
部
分
が
特
に
問
題
の
あ
る
所
で
あ
る
。
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司
馬
濯
の
意
見
に
よ
れ
ば
千
戸
の
色
に
封
ぜ
ら
れ
た
諸
侯
は
結
構
な
身
分
で
あ
り
、
毎
年
一
戸
平
均
二
百
文
を
租
枕
と
し
て
徴
牧
す
る
か
ら

二
十
高
の
牧
入
を
得
る
。
併
し
庶
民
と
雄
も
若
し
十
分
な
資
産
を
有
し
て
生
産
を
奉
げ
れ
ば
年
二
十
寓
の
牧
盆
を
禦
げ
る
こ
と
は
難
事
で
な
い
。

ま
た
た
と
え
そ
れ
ほ
ど
の
資
産
を
有
し
な
く
て
も
巧
み
に
そ
れ
を
運
轄
し
て
大
量
の
商
品
を
扱
え
ば
、
失
摂
り
同
様
に
年
二
十
前
の
牧
盆
を
符

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
上
述
の
引
用
文
は
中
略
し
た
筒
庭
を
境
と
し
て
、
そ
れ
以
前
は
各
種
生
産
資
本
に
聞
し
た
数
量
表

で
あ
り
、

そ
れ
以
後
は
取
扱
う
商
品
の
数
量
表
で
あ
る
こ
と
は
一
一
環
し
て
附
瞭
で
あ
る
。

馬小
γ
羊
殺
の
償
絡

先
ず
史
記
貨
殖
惇
中
、
最
も
難
解
な
馬
牛
羊
哉
の
僚
か
ら
始
め
る
。

い
ま
上
に
引
用
し
た
原
文
中
、
傍
黙
を
附
し
た
こ
箇
所
を
従
来
の
解
料

に
従
っ
て
大
意
を
説
明
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

¥

】

/

¥

、

ノ

(
前
段
)
陸
地
で
は
い
川
馬
二
百
蹄
、

B
牛
の
蹄
角
千
、
C
羊
千
足
、

D
津
地
で
は
成
千
足
の
何
れ
か
を
所
有
す
る
者
は
百
部
銭
の
資
産
家
と

/

，

、

、

〆
'
t

、

〆

'E
、

、

〆

'
t
¥

言
、
つ
べ
き
で
あ
る
。

(
後
段
)

¥Jノ

¥
l
ノ

¥

-

ノ

、

、

.1〆

大
都
曾
に
お
い
て
商
業
に
従
事
し
、
二
割
の
口
銭
を
前
提
と
し
、
年
間
に

a
馬
蹄
吸
千
、

b
牛
千
足
、
c
羊
千
脚
質
、

1
、
成
千
繁
を

/

¥

/

l

¥

/

t

¥

f

t

・、、

寅
賀
す
れ
ば
そ
の
牧
盆
は
二
十
寓
銭
で
あ
る
。

こ
の
文
中
の
数
値
を
現
わ
す
言
葉
は
極
め
て
特
殊
な
表
現
を
用
い
で
い
る
の
で
之
を
分
り
易
い
よ
う
に
鱗
誇
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
史
記

の
文
は
殆
ん
ど
そ
の
ま
ま
漢
書
貨
殖
停
に
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
い
ま
雨
書
の
注
縛
を
琴
照
し
従
来
の
解
糠
を
そ
の
ま
ま
紹
介
す
れ
ば

い
出
馬
二
百
蹄
と
は
五
十
匹
の
こ
と
。
こ
れ
に
は
別
に
問
題
が
な
い
。

川
町
牛
蹄
角
千
と
は
百
六
十
七
匹
の
こ
と
。
蹄
は
四
個
、
角
は
二
倒
、
令
せ
て
六
で
あ
る
か
ら
、
六
で
千
を
割
る
と
百
六
十
七
弱
と
な
る
の

¥
}
ノc
千
足
羊
。
二
百
五
十
頭
の
こ
と
o

f
t
¥
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回

的
千
足
議
。
同
じ
く
二
百
五
十
頭
の
こ
と
。

、
川
馬
蹄
吸
千
。
吸
は
口
の
こ
と
、
四
蹄
一
口
合
せ
て
五
で
、
千
を
割
る
と
二
百
匹
と
な
る
。

い
り
牛
千
足
。
二
百
五
十
匹
の
こ
と
o

c
羊
千
使
。
二
千
匹
の
こ
と
。

的
免
千
隻
。
同
じ
く
二
千
匹
の
こ
と
。

右
の

A
B
C
D
は
夫
々
寓
銭
に
相
嘗
す
る
資
本
で
あ
る
と
一
一
一
一
ロ
う
か
ら
、
そ
こ
か
ら
各
々
一
匹
の
債
格
を
割
出
す
こ
'
と
が
で
き
る
。
即
ち

心
馬
二
寓
銭
的
牛
六
千
銭
弱
の
羊
四
百
銭
的
歳
四
百
銭

同
様
に
、
a
b
e
d
は
夫
φ

二
十
寓
銭
の
口
銭
を
得
ベ
き
取
扱
い
敷
量
で
あ
り
、
会
開
で
債
格
百
高
鎖
、
そ
の
口
銭
は
二
割
で
二
十
寓
に
な
る

と
言
う
か
ら
、
こ
こ
か
ら
も
一
匹
の
債
格
を
算
出
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
計
算
は
最
短
距
離
で
行
け
ば
、
各
項
の
匹
敷
で
百
寓
を
割
る
こ

と

な
る

そ
の

(b)結
牛果
四は
千

銭

(c) 
羊
五
百
銭

(a) 
a馬
五
千

銭

(d) 
議
五
百
銭

↑
一
(
前
段
)
百
高
鈍
相
嘗
の
費
産
=
(
後
段
)
二
十
高
鈍
牧
盆
の
商
阪
敏
一

一
第
一
表
丁

|
1
1
1
1
1

一丁

1
1
1
1
1
1
J
a
i
l
-
-一

一

一

原

一

匹

撤

↑

車

債

一

原

文

一

匹

敵

十

車

慣

一

一

ー

ト

江

川

仁

川

一

蹄

!

!

日

直

川

一

一

下

町

一

…

足

7
則

一

則

一

↑

c

m

-

~

湖
一

一

一

A
り
↑

h
U

一

一

一

D

部

一

一

文

馬

二

百

蹄

午

蹄

角

千

千

羊

400 

500 

艶

足

千・

千

500 

食

千

足

400 

鍵

‘千

と
な
る
。
但
し
こ
れ
は
買
入
値
段
で
あ
り
、
寅
る
債
は
こ
れ
に
各

二
割
の
口
銭
を
加
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
筒
草
の
た
め
に
口
銭

の
こ
と
は
暫
く
考
慮
に
入
れ
ず
し
て
、
以
上
を
分
り
易
く
表
に
造

れ
ば
第
一
表
の
よ
う
に
な
る
。

さ
て
こ
の
表
を
見
る
と
、
何
と
し
て
も
納
得
の
行
か
ぬ
黙
が
生

ず
る
。
第
一
に
前
段
と
後
段
と
は
同
じ
傑
件
の
比
較
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
表
に
現
わ
れ
る
数
字
は
互
い
に
あ
る
均
衡
を
保
っ
た
も
の
で



あ
る
べ
き
で
あ
る
。
最
も
望
ま
し
い
均
衡
は
上
段
の
軍
債
と
下
段
の
草
債
と
が
一
致
す
る
こ
と
で
あ
る
。
資
本
と
し
て
数
え
た
馬
の
債
が
二
部

で
、
寅
買
す
る
時
の
債
が
五
千
と
は
納
得
で
き
な
い
。
も
し
上
段
の
馬
は
母
烏
で
あ
り
、

下
段
の
馬
は
仔
馬
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

馬
の
場

舎
は
そ
れ
で
よ
い
が
、
羊
の
場
合
に
母
羊
が
四
百
で
仔
羊
が
主
百
と
逆
に
な
っ
て
く
る
。
上
段
と
下
段
が
若
し
一
致
ぜ
ぬ
と
し
て
も
、
そ
の
間

に
何
等
か
の
比
例
が
存
在
し
な
け
れ
ば
均
衡
が
と
れ
な
い
の
で
あ
る
。

次
に
匹
敷
も
本
ポ
な
ら
ば
上
段
と
下
段
が
一
致
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
上
段
は
資
本
百
高
銭
に
慣
す
る
匹
教
で
あ
り
、

下
段
は

こ
こ
に
示
し
た
匹
教
の
債
格
の
二
割
が
二
十
寓
銭
に
な
る
な
ら
ば
、
匹
敷
金
融
胞
の
債
格
は
丁
度
百
寓
銭
の
筈
だ
か
ら
で
あ
る
。
馬
を
五
十
匹
持

っ
て
居
れ
ば
百
寓
の
資
本
で
あ
り
、
別
に
ま
た
馬
二
一
白
匹
を
賓
買
す
る
と
み
一
鰹
の
債
格
が
同
様
百
寓
に
な
り
、
そ
こ
か
ら
二
十
高
の
口
銭
が
得

ら
れ
る
と
い
う
の
は
辻
棲
が
合
わ
な
い
。
若
し
一
致
し
な
い
と
し
て
も
上
段
の
匹
教
と
下
段
の
匹
教
と
の
聞
に
何
等
か
の
一
定
し
た
比
例
が
な

け
れ
ば
均
衡
の
と
れ
た
表
と
は
言
え
な
い
。
そ
こ
で
何
よ
り
も
の
念
務
は
、
こ
の
表
に
現
わ
れ
た
数
字
を
相
互
に
均
衡
を
得
た
も
の
に
改
め
る

こ
と
で
な
け
れ
ば
ら
な
ぬ
。

と
こ
ろ
で
数
字
を
改
め
る
と
言
っ
て
も
、
原
文
の
数
字
や
輩
位
を
改
め
る
こ
と
は
、
言
わ
ば
一
種
の
暴
力
と
も
言
う
べ
く
、

よ
く
よ
く
の
場

舎
で
な
け
れ
ば
許
さ
れ
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
若
し
一
字
位
を
改
め
て
す
っ
き
り
し
た
表
に
な
る
な
ら
ば
そ
れ
も
厭
わ
ぬ
所
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合

は
一
字
や
二
宇
で
は
追
付
き
そ
う
も
な
い
。
さ
す
れ
ば
残
る
所
は
解
穣
の
仕
方
を
改
め
る
よ
り
外
は
な
い
。

阪
に
先
墜
が
探
み
抜
い
た
あ
と
を
、

今
更
新
解
稽
で
も
あ
る
ま
い
と
思
わ
れ
る
か
も
知
ら
な
い
が
、
忍
に
は
私
の
考
え
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
魔
法
の
よ
う
な
手
品
を
御
質
に
入
れ
よ

う
と
思
う
。

馬
の
二
百
蹄
と
蹄
吸
千
に
つ
い
て
は
私
と
し
て
は
従
来
の
解
樺
で
異
存
が
な
い
。
尤
も
史
記
索
段
に
一
設
を
出
し
て
吸
は
口
の
み
な
ら
ず
、

身
躍
に
あ
る
九
つ
の
孔
だ
と
言
う
が
、
さ
す
れ
ば
蹄
吸
は
合
せ
て
十
三
と
な
り
、
蹄
吸
千
は
七
十
八
匹
弱
に
な
る
。
併
し
こ
の
敷
を
代
入
し
た

所
で
表
の
数
字
が
一
ぺ
ん
に
均
衡
を
得
て
く
る
わ
け
の
も
の
で
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
司
馬
濯
が
こ
ん
な
妙
な
表
現
を
用
い
た
の
は
、
恐
ら
く
結

史
記
貨
殖
停
物
倒
考
麓
(
宮
崎
)

四
五
五
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果
が
成
数
と
な
る
こ
と
を
猿
想
し
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
の
で
、
肢
に
は
っ
き
り
二
百
と
い
う
筒
輩
な
数
が
出
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ

は
動
か
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
。

次
の
牛
蹄
角
千
は
問
題
が
無
さ
そ
う
に
見
え
て
賓
は
大
い
に
問
題
に
な
る
。
漢
書
注
に
孟
康
の
訟
を
引
い
て
こ
の
匂
を
稗
し

百
六
十
七
頭
な
り
。
馬
は
貴
く
し
て
牛
は
賎
し
。
此
を
以
て
率
と
な
す
な
り
。

と
言
い
、
更
に
顔
師
古
が
之
を
敷
桁
し
て

百
六
十
七
頭
の
牛
に
は
、
蹄
と
角
と
あ
わ
せ
て
凡
そ
一
千
二
な
り
。
千
と
言
う
は
成
数
を
皐
ぐ
る
な
り
。

と
あ
っ
て
、
異
論
を
挟
む
絵
地
が
な
さ
そ
う
に
見
え
る
が
、
前
に
述
べ
た
よ
う
に
、

司
馬
遼
の
一
覧
表
は
後
世
の
吏
臆
と
異
な
り
、
極
め
て
大

雑
把
な
比
例
を
述
べ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
結
果
は
恐
ら
く
筒
草
な
成
敷
を
珠
想
し
た
と
恩
わ
れ
る
。
何
を
苦
ん
で
百
六
十
七
と
い
う
よ
う
な
宇

端
な
数
を
出
す
必
要
が
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
百
六
十
七
と
い
う
敷
が
出
た
所
で
、
馬
の
匹
数
A
と
の
聞
に
も
、

下
段
の
牛
の
数
b
と
の
聞
に
も
、

特
に
有
利
な
均
衡
が
生
ず
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。

然
ら
ば
ど
ん
な
新
解
樺
が
可
能
か
と
言
え
ば
、
牛
の
角
は
二
本
と
定
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
に
は
疑
義
を
挟
む
絵
地
は
な
い
。
す
る
と
残
る

所
は
蹄
で
あ
る
。

よ
っ
て
思
う
に
牛
の
蹄
は
馬
の
蹄
と
遭
っ
て
二
つ
に
割
れ
て
い
る
。
動
物
皐
上
の
言
葉
で
言
え
ば
馬
は
草
蹄
類
に
麗
し
、
牛

は
双
蹄
類
に
属
す
る
。
そ
こ
で
牛
の
蹄
は
四
肢
で
八
蹄
と
数
え
、
こ
れ
に
二
角
を
足
す
と
十
と
な
る
。
牛
蹄
角
千
と
は
正
し
く
牛
百
匹
で
あ
る

に
違
い
な
い
。
さ
す
れ
ば
馬
の
数
と
の
問
に
簡
草
な
比
例
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。
恐
ら
く
孟
康
先
生
は
牛
の
蹄
を
見
た
こ
と
が
な
い
か
、
戎

い
は
彼
の
見
た
参
考
書
に
牛
は
双
蹄
類
な
り
と
書
い
て
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
顔
師
古
以
下
の
皐
者
も
孟
康
設
を
鵜
呑
み
に
し
、
ま
た
前
文

に
馬
二
百
蹄
と
あ
る
の
に
引
か
れ
て
つ
い
牛
の
蹄
を
も
馬
と
同
じ
よ
う
に
解
得
し
て
し
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
更
に
想
像
を
混
一
し
く
す
る

な
ら
ば
、
司
馬
濯
が
馬
と
牛
と
に
同
じ
蹄
字
を
用
い
て
、

一
方
で
は
一
を
示
し
、
・
他
方
で
は
二
を
現
わ
し
た
の
は
、
彼
の
皮
肉
な
い
た
ず
ら
で
、

う
っ
か
り
す
る
と
百
六
十
七
と
い
う
よ
う
な
牟
端
な
敷
が
出
る
か
ら
其
時
は
考
え
直
せ
と
一
一
一
一
口
う
意
味
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
。
孟
康
は
ま
ん
ま
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と
そ
れ
に
引
掛
っ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
上
段
の
牛
B
を
百
匹
と
す
る
と
、
今
度
は
下
段
の
牛
b
二
百
五
十
匹
と
い
う
敷
が
気
に
か
か
る
。
何
と
な
れ
ば
、
馬
は
上
段
A
五

十
匹
、
下
段

a
二
百
匹
で
、

一
針
四
の
割
合
で
あ
る
が
、
牛
が
上
段
百
匹
、

下
段
二
百
五
十
匹
で
は
、
そ
の
割
合
が
一
一
針
二
牢
で
、

中
め
す
ふ
れ
リ
ト
品

い
均
衡
で
は
な
い
。
そ
こ
で
次
に
牛
千
足
と
い
う
、
あ
ま
り
に
も
明
瞭
す
ぎ
る
字
句
の
解
裡
が
問
題
と
な
る
。

足
と
言
う
字
は
論
文
に

人
之
足
也
。
在
下
。

と
あ
っ
て
、
特
に
人
の
足
な
り
、

と
言
っ
て
献
の
足
で
は
な
い
と
こ
と
わ
っ
て
い
る
が
、
寅
際
に
は
鼎
の
足
に
も
獣
の
足
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。

但
し
足
の
字
に
は
、
語
文
に
、

下
に
あ
り
、

と
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、
人
の
足
に
な
ぞ
ら
え
て
特
に
後
肢
だ
け
を
指
す
用
法
が
あ
っ
た
。
普
設
問

巻
十
一
、

天
文
志
に
オ

y
オ
ン
星
座
を
指
す
参
に
つ
い
て

参
。
白
獣
之
館
。
其
中
三
星
横
列
。
三
勝
也
。
東
北
日
左
肩
。
主
左
勝
。
西
北
日
右
一
周
。
、
王
右
勝
。
東
南
日
左
足
。
主
後
勝
。
西
南
日
右
足
。

主
偏
将
軍
。

と
あ
り
、

オ
リ
ノ
オ
ン
星
の
大
き
な
四
角
の
部
分
を
白
献
の
身
糟
に
見
た
て
、
北
(
上
〉
部
を
左
右
の
一
肩
に
、
市
(
下
)
部
を
左
右
の
U
A

に
あ
て

て
い
る
の
で
あ
る
。
漢
書
巻
廿
六
天
文
志
で
は
、

其
外
四
星
。
左
右
肩
股
也
。

や
は
り
こ
の
星
座
を
白
虎
に
見
た
て

と
言
っ
て
、

足
の
代
り
に
股
と
い
う
字
を
使
っ
て
い
る
o

ま
た
西
京
雑
記
に

康
川
王
後
熊
書
塚
。
明
器
朽
畑
無
絵
。
有
一
白
孤
。
見
人
驚
走
。
左
右
戟
淫
之
。
不
能
得
。
傷
其
左
足
。
タ
王
夢
二
人
夫
。
表
屑
謹
白
。

来
謂
日
。
何
故
傷
五
日
左
足
。
例
以
杖
撃
王
左
足
。
王
発
左
脚
蹟
痛
生
済
。
至
死
不
差
。

と
い
う
紳
怪
な
話
を
体
唱
え
る
が
、
こ
こ
で
も
狐
の
左
後
肢
を
人
に
な
ぞ
ら
え
て
箪
に
左
起
と
一
一
a

一
口
っ
て
い
る
。
何
れ
に
も
せ
よ
、
献
の
身
慨
を
人

史
記
貨
殖
停
物
償
考
誼
(
官
時
)

刊
五
七
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そ
の
後
肢
を
特
に
足
と
か
股
と
か
栴
し
て
、
前
肢
の
肩
に
封
せ
し
む
る
用
法
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

牛
の
蹄
で
世
人
を
漉
し
て
明

笑
し
た
司
馬
遼
の
こ
と
で
あ
る
Q

牛
千
足
も
こ
の
場
令
は
、

後
肢
千
本
、

邸
ち
五
百
頭
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
う
す
れ
ば
牛
に
聞
し
て
上
段
百

頭
、
下
段
五
百
頭
、
そ
の
比
例
一
針
主
と
な
っ
て
、
前
の
馬
と
略
々
均
衡
を
得
る
に
近
い
。

下
段
の
千
撲
は
二
千
円
に
問
遣
い
な
い
か
ら
、

す
る
と
必
然
的
に
羊
と
哉
の
場
合
、

上
段
の
千
足
は
何
れ
も
五
百
匹
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

上
段
と
下
段
、
更
に
横
に

A
B
C
D
の
割
合
を
見
る
と
大
凡
の
均

上
と
下
と
が
一
針
四
の
割
合
と
な
っ
て
落
付
く
。
更
に
卒
一
位
を
見
搾
し
て
、

ム
ロ
い
が
と
れ
て
い
る
か
ら
、

こ
れ
以
上
の
均
衡
を
望
む
こ
と
は
先
ず
無
理
で
あ
ろ
う
。

こ
の
新
し
い
数
値
を
以
て
前
の
表
に
世
き

匹
教
に
新
し
い
数
字
が
輿
え
ら
れ
れ
ば
、
草
債
の
教
値
も
従
っ
て
境
っ
て
こ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

一
一
(
前
向
)
百
高
使
相
官
の
資
産
一
(
後
段
)
二
十
寓
鎌
一
収
益
の
商
阪
敏
一

一
第
二
表
一

1

1

1

1

I

l

i

-

-

」
1

1

1

1

1

一

原

一

匹

敬

一

躍

慎

一

一

原

文

一

匹

敵

車

債

一A

同
一

か
え
る
と
次
の
第
二
表
よ
う
に
な
る
。

-文

馬

三
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蹄
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こ
れ
で
一
覧
表
は
甚
だ
す
っ
き
り
し
た
簡
草
な
も
の
に
な
っ
た
。

併
し
問
題
は
ま
だ
片
付
か
ぬ
。
そ
れ
は
上
段
の
草
償
と
下
段
の
草

債
と
が
徐
り
に
遣
い
す
ぎ
る
こ
と
で
あ
る
。
資
産
と
し
て
所
有
す

る
馬
牛
の
草
債
が
、
商
品
と
し
て
の
馬
牛
の
草
債
の
四
倍
、

五
倍

に
な
る
こ
と
は
一
寸
考
え
ら
れ
ぬ
。
尤
も
こ
れ
を
無
理
に
こ
じ
つ

け
よ
う
と
す
れ
ば
、
色
々
な
場
合
が
考
え
ら
れ
ぬ
こ
と
も
な
い
。

資
産
と
し
て
の
馬
は
母
馬
を
指
す
と
し
た
ら
ば
ど
う
か
。
漢
書
各

六
、
武
帝
紀
一
花
狩
五
年
の
僚
に
、

連
年
の
針
旬
奴
鞍
手
の
た
め
に
天
下
に
馬
が
少
な
く
な
り
、
牝
馬
の
卒
償
匹
二
十
時
と
定
め
た
と
一
一
品
う
か
ら
、

此
慮
に
二
寓
と
あ
る
の
は
物
の
数
で
も
な
い
。
併
し
そ
れ
が
特
に
資
産
と
し
て
の
馬
に
だ
け
適
用
さ
れ
る
と
す
る
と
難
黙
が
生
ず
る
。

い
ま
償

二
高
の
牝
馬
五
十
匹
を
所
有
し
、
毎
年
四
十
匹
の
駒
を
育
て
て
そ
れ
を
一
匹
五
千
銭
に
責
れ
ば
丁
度
二
十
寓
銭
に
な
る
。

一
寸
考
え
る
と
計
算
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一手

が
A
口
う
よ
う
だ
が
、
更
に
よ
く
考
え
る
と
四
十
匹
の
駒
は
牝
牡
半
々
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

母
馬
と
牝
駒
と
そ
れ
程
値
段
が
達
、
っ
筈
は
な
い
。

ま
た
市
上
で
寅
ら
れ
る
も
の
が
若
駒
だ
と
は
別
に
司
馬
濯
も
言
っ
て
居
ら
ぬ
。
更
に
困
る
の
は
歳
の
場
人
円
で
あ
る
。

母
免
五
百
匹
を
有
し
て
、

そ
こ
か
ら
毎
年
四
百
匹
の
仔
豚
を
産
ま
せ
て
五
百
銭
宛
に
賓
れ
ば
二
十
寓
銭
に
な
る
こ
と
は
な
る
。
併
し
豚
の
よ
う
な
出
産
カ
の
目
躍
な
も
の

は
五
百
匹
の
母
版
か
ら
四
百
匹
の
仔
豚
で
は
今
度
は
そ
の
敷
が
少
な
す
ぎ
る
。
も
し
牡
豚
だ
け
を
市
場
に
問
し
た
と
す
れ
ば
、
牝
豚
の
行
き
ど

こ
ろ
が
な
く
な
る
。
こ
れ
は
ど
う
し
て
も
無
理
で
あ
る
。
牛
蹄
を
も
ち
だ
し
て
孟
康
を
ま
ん
ま
と
櫓
い
だ
司
馬
濯
が
、

こ
ん
な
所
で
ほ
ろ
を
問

す
と
は
考
え
ら
れ
ぬ
。
結
局
上
段
の
草
債
と
下
段
の
車
債
と
は
そ
ん
な
に
大
き
な
開
き
が
で
き
て
は
困
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
若
し
こ
の
雨

者
を
近
付
け
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
う
い
う
結
果
を
招
い
た
大
前
提
、
即
ち
上
段
の
匹
敷
は
百
寓
に
相
蛍
す
る
資
産
で
あ
る
と
い
う
命
題
に

疑
惑
を
向
け
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

そ
こ
で
史
記
貨
殖
俸
の
原
文
を
更
に
讃
み
直
し
て
見
る
と
、
上
段
の
間
数
は
必
ず
し
も
百
寓
に
相
蛍
す
る
資
産
と
し
て
受
取
ら
な
い
で
弘
J

済

む
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
生
産
に
閲
し
た
数
量
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
が
、
生
産
資
本
そ
の
も
の
と
は
限
ら
な
い
。
こ
の
場
所
で
司
馬

運
が
重
黙
を
お
い
て
い
る
の
は
、
二
十
寓
と
い
う
生
産
利
潤
で
あ
る
。

だ
か
ら
そ
の
山
教
は
出
産
育
成
の
匹
数
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
わ
け

で
あ
る
。
こ
う
い
う
解
糠
は
別
に
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。
般
に
史
記
貨
殖
停
で
は
こ
の
下
文
に
お
い
て
、
水
居
千
石
魚
限
な
る
木
文
下
に
お

い
て
正
義
の
解
が
あ
り

言
険
津
養
魚
。

歳
J[女
得
千
石
魚
ri  

寅
L...J 

，也①

と
あ
り
、
石
と
は
重
さ
百
二
十
斤
の
こ
と
で
あ
る
が
、

こ
こ
に
言
、
っ
千
石
と
は
資
本
所
有
量
で
は
な
く
て
、

一
歳
の
産
出
量
だ
と
解
畑
伸
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
果
し
て
然
ム
ば
馬
牛
羊
免
に
つ
い
て
の
上
段
の
匹
教
は
牧
場
に
お
け
る
年
間
産
出
匹
数
、
出
資
可
能
匹
敷
と
も
見
る
こ
と
が
出

来
る
で
あ
ろ
う
。

若
し
上
段
の
匹
教
を
年
率
性
出
量
と
す
る
と
、
そ
の
杢
憾
の
償
格
は
百
高
で
は
な
く
て
二
十
両
で
あ
る
。
そ
こ
で
改
め
て
計
算
を
し
直
せ
ば
馬

史
記
貨
殖
停
物
倒
考
持
(
宮
崎
)

内

π九
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下
段
の
草
償
五
千
と
甚
だ
近
接
し
て
く
る
。

で
こ
れ
も
甚
だ
相
近
い
。
う
ま
く
辻
楼
の
合
う
の
は
前
提
が
正
し
か
っ
た
誇
様
で
あ
る
。

い
ま
司
馬
濯
が
一
三
わ

の
草
債
は
四
千
と
な
る
。

羊
哉
の
各
草
債
は
上
段
四
百
、

牧
畜
に
関
す
る
限
り
に
お
い
て
は
、

下
段
五
百

四
六
つ

牛
は
同
じ
よ
う
に
上
段
二
千
で
、

こ
れ
は
下
段
の
二
千
と
み
一
く

上
段
の
匹
教
は
牧
場
に
お
け
る
年
間
育
成
散
を
示
す
と
解
し
て
間
違
い
な
い
。

分
り
易
く
献
課
す
る
な
ら
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

ん
と
す
る
所
を
、

陸
地
の
牧
畜
業
で
年
に
馬
五
十
匹
を
増
殖
す
れ
ば
そ
れ
は
二
十
高
の
利
得
で
あ
る
。

(C)(B)(A) 
(D) 
年
に
牛
百
匹
を
増
殖
す
れ
ば
そ
れ
は
二
十
寓
の
利
得
で
あ
る
。

年
に
羊
豚
各
五
百
匹
を
増
殖
す
れ
ば
、
そ
れ
は
各
二
十
国
の
利
得
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
来
た
の
で
、
更
に
下
段
を
も
整
理
し
よ
う
。

馬
二
百
匹
を
商
販
し
、
二
割
の
口
銭
を
得
て
二
十
寓
銭
を
儲
け
る
と
は
、
平
均
一
匹

五
千
で
買
っ
て
六
千
で
資
る
こ
と
で
あ
る
。
牛
の
場
合
は
五
百
匹
に
つ
い
て
、

一
匹
二
千
で
買
っ
て
二
千
四
百
で
寅
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
羊
政
だ

と

二
千
匹
に
つ
い
て
一
四
五
百
で
買
っ
て
六
百
で
責
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
述
べ
た
こ
と
を
表
に
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
o

こ
の
第
三
表
を
前
の
第
一
表
と
比
較
さ

二

十

生

|

一

「

引
増
殖
匹
敵
一
記
者
一
一
原

剛

一

蹄

轍

千

a
t
 

A
リ

P

けりe
t
 

第

表

二|原

蹄

年

間
400 

高

銭

得

方

法

一
匹
一
一
民
債 業

ー
=
よ
る
ま
、

r
f
f
f
l
 
恐
ら
く
何
人
も
、
従
来
の

産

馬

50 

牛羊歳

.， . 
ιム

る

一
匹
利
得

解
稗
に
よ
る
第
一
表
を
非
と
し
て
、
松
の

文

一
匹
買
慣

GOO I 2.400 I 0.000 

400. 11.000 

見
解
に
な
る
第
三
表
に
同
意
さ
れ
る
だ
ろ

~.OOO I ~.OOO 

500 ¥ 2.000 I川)

ぅ
。
繰
返
し
て
言
え
ば
、
史
記
貨
殖
惇
中
、

少
く
も
牧
畜
に
関
す
る
限
り
は
、
上
下
段

100 

と
も
年
間
二
十
寓
の
牧
盆
を
あ
げ
る
方
法

200 500 

500 

内リ、J
、」

100 

を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
資
本
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一手

の
問
題
は
勿
論
関
係
す
る
に
は
違
い
な
い
が
、
こ
の
場
合
に
は
暫
く
背
後
に
隠
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
強
い
て
言
え
ば
馬
五
十
匹
を
増
殖
し
得

る
よ
う
な
牧
場
馬
群
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
は
戎
い
は
牝
馬
五
十
匹
で
足
り
る
か
も
知
れ
な
い
し
、
百
匹
を
必
要
と
す
る
か
も
知
れ
な

い
。
同
様
に
商
販
の
場
合
に
お
い
て
も
年
間
二
百
一
践
を
買
寅
す
る
に
、

必
ず
し
も
二
百
頭
分
の
代
償
百
高
閣
を
耳
を
揃
え
て
も
っ
て
い
る
必
要

は
な
い
。
安
本
は
た
え
ず
循
環
運
轄
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
運
轄
回
数
が
早
け
れ
ば
そ
れ
だ
け
資
本
は
少
く
て
す
む
。
若
し
も
一
年
に
五
回
完

会
運
轄
を
す
る
な
ら
ば
、

田
川
二
百
頭
の
質
問
貝
を
す
る
の
に
一
四
四
十
匹
、
代
償
二
十
高
銭
で
す
む
の
で
あ
る
。
私
は
嘗
て
こ
の
下
文
に
来
る

食
寅
三
之
。
廉
質
五
之
。

む

と
い
う
文
句
が
、
商
業
資
本
の
運
轄
回
数
を
示
す
も
の
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
即
ち
貧
買
は
口
銭
を
貧
る
の
で
運
轄
が
濯
く
、
三
回
し
か
運

縛
せ
ぬ
問
に
、
廉
買
は
薄
利
多
賀
主
義
で
五
回
の
運
轄
を
完
了
す
る
の
意
味
で
あ
る
。
貨
殖
俸
の
よ
う
な
流
遁
世
界
を
描
い
た
紋
述
を
讃
む
時

は
、
讃
者
の
方
で
も
融
通
を
利
か
し
て
讃
ま
な
け
れ
ば
著
者
の
異
意
を
捕
捉
し
難
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
こ
れ
で
史
記
貨
殖
停
に
現
わ
れ
た
馬
牛
羊
哉
の
債
格
は
大
穂
見
嘗
が
つ
い
た
。
即
ち
馬
は
牧
場
出
費
償
四
千
銭
、
市
場
債
格
五
千
乃
至

六
千
銭
、
牛
は
牧
場
出
費
二
千
銭
、
市
場
債
格
二
千
乃
至
二
千
四
百
銭
、
羊
と
豚
は
牧
場
出
寅
各
四
百
銭
、
市
場
債
格
五
百
乃
至
六
百
銭
で
あ

る
。
さ
て
之
を
他
の
漢
代
史
料
の
記
載
と
比
較
し
た
時
に
、
果
し
て
鈎
衡
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
最
初
に
翠
げ
た

前
人
の
研
究
で
大
髄
を
差
し
て
い
る
が
、
更
に
そ
れ
ら
を
繰
返
す
な
ら
ば
、

心
馬
債
。
前
に
引
い
た
漢
書
武
帝
紀
に
一
一
匹
二
十
寓
と
見
え
る
も
の
や
、
漢
書
功
臣
表
、
任
嘗
千
の
僚
に
馬
を
一
匹
十
五
寓
で
貰
っ
た
な

ど
あ
る
の
は
特
制
な
場
舎
で
比
較
に
な
ら
な
い
。
居
延
漢
簡
に
は

用
馬
五
匹
直
二
高
霧
器
・
樽
文
雀
一
ζ

・
四
五
五
頁
)

と
くB)見
え

一
匹
の
直
四
千
に
な
る
か
ら
、
貨
殖
俸
の
債
格
の
一
種
と
合
致
す
る
。

牛
債
。
同
じ
く
居
延
漢
簡
に

史
記
貨
殖
博
物
備
考
控
(
宮
崎
)

四
六
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服
牛
二
六
千
(
間
前
・
凹
五
五
頁
)

用
牛
二
直
五
千
(
同
前
・
間
六
一
一
一
頁
)

と
あ
り
、
服
牛
は
恐
ら
く
車
を
挽
く
牛
、
用
牛
は
耕
作
用
の
牛
で
あ
ろ
う
が
、

一
匹
二
千
五
百
乃
至
三
千
と
い
う
債
を
得
る
。

こ
れ
も
貨
殖
惇

の
牛
債
に
略
主
近
似
す
る
。

c
羊
債
。
同
じ
く
居
延
漢
衡
に
、

嘗
っ
て
い
る
。
併
し
居
延
簡
の
時
代
も
剣
明
せ
ぬ
し
、
地
里
も
大
分
に
隔
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
雨
者
は
そ
の
ま
ま
併
存
さ
せ
る
べ
き

九
百
乃
至
千
銭
と
い
う
債
格
が
出
て
居
り
(
考
障
・
鰐
文
抱
一
一
一
・
二
七
二
頁
)
、
貨
殖
停
の
羊
偵
の
二
併
以
上
に

も
の
で
、

強
い
て
一
致
を
計
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。
貨
殖
俸
の
物
債
考
詮
は
そ
の
直
接
の
目
的
は
司
馬
遼
の
考
え
た
物
債
馳
閥
系
を
知
る
に
あ
り
、

そ
れ
が
材
料
と
な
っ
て
嘗
昨
の
物
債
一
般
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
更
に
ゴ
う
な
ら
ば
物
債
の
地
域
差
、
年
代
差
が
あ
れ
ば
こ
そ
商
業
や

投
機
も
成
立
つ
わ
け
で
あ
る
。
も
し
も
凡
て
の
記
録
が
一
致
す
る
な
ら
ば
、
記
録
は
一
つ
だ
け
あ
れ
ば
十
分
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

ま
た
漢

簡
の
債
格
が
確
か
で
、

そ
れ
に
よ
っ
て
貨
殖
停
の
物
債
を
凡
て
-
訂
正
し
て
し
ま
う
な
ら
ば
、
貨
殖
停
の
考
読
な
ど
す
る
こ
と
自
制
限
が
馬
鹿
々
々

し
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
ろ
。

こ
う
し
て
馬
牛
羊
免
の
犬
凡
そ
の
債
格
が
定
ま
る
と
、
史
記
貨
殖
停
原
文
の
他
の
一
節
、
即
ち
本
論
初
頭
、
に
引
用
し
た
下
段
の
中

屠
牛
羊
良
千
皮
。

な
る
一
句
が
わ
け
も
な
く
解
決
さ
れ
る
。
千
皮
と
は
こ
の
場
令
千
慢
の
意
味
で
あ
り
、
結
局
、

千
憾
の
牛
羊
ぬ
を
屠
殺
す
る
屠
者
の
口
銭
が
二

十
寓
銭
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
牛
羊
段
と
列
べ
て
記
し
て
あ
る
か
ら
三
者
ほ
ぼ
同
数
と
見
て
、

い
ま
牛
三
百
三
十

三
匹
、
羊
と
服
は
同
債
で
あ
る
か
ら
合
せ
て
六
百
六
十
七
匹
と
し
、
前
に
得
た
市
場
債
格
を
遁
用
し
て
、
ム
口
計
千
匹
の
買
入
値
段
を
算
出
す
る

と
N
C
C
C
×
ω
ω
ω
+
ω
C
C
×
∞
岱
吋

N
G∞∞
ω
c
c



の
如
く
九
十
九
寓
九
千
王
宵
銭
、
ほ
ぼ
百
寓
銭
で
あ
り
、
二
割
の
屠
殺
料
を
取
っ
て
肉
に
し
て
寅
れ
ば
正
し
く
二
十
寓
銭
の
利
盆
が
上
る
わ
け

で
あ
る
。
こ
ん
な
に
巧
く
計
算
が
令
う
の
は
、
前
の
花
の
債
格
算
出
方
法
が
正
し
か
っ
た
こ
と
の
誇
.
擦
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

魚
・
木
材
・
同
地
・
穀
物
の
依

以
上
述
べ
た
馬
牛
羊
歳
に
関
す
る
記
事
は
、
貨
殖
停
の
原
文
に
お
い
て
前
段
と
後
段
と
の
匹
数
が
著
し
く
相
還
し
て
い
る
が
、
他
の
部
分
に

お
い
て
は
前
段
と
後
段
の
敷
量
が
る
一
く
一
致
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

い
ま
前
段
を
上
段
に
、
後
段
を
下
段
に
排
慣
し
て
比
較
す
る
と
次
の
よ

水
居
千
石
魚
限

e

鰍
千
石

山
居
千
章
之
材

f

木
千
章

帯

郭

千

畝

畝

鍾

之

回

一

g

販
穀
脈
絡
千
鍾

段
の
鰍
は
史
記
正
義
に
雑
小
魚
の
こ
と
だ
と
あ
り

上
段
の
魚
阪
で
生
産
さ
れ
る
魚
と
封
臆
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
の
グ

y
l
プ
は
前
の
馬
牛
羊
政
と
同
じ
筆
法
で
解
縛
す
る
わ

け
に
行
か
な
い
。
尤
も
史
記
王
義
は
前
述
の
よ
う
に
何
の
千
石
を

養
魚
一
歳
の
増
殖
出
質
量
と
解
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
は
下
段
の

う
に
な
る
。

商
販
数
量
と
の
間
の
均
衡
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
。
何
と
な
れ
ば
下

市
場
で
千
石
を
商
販
し
二

割
の
口
銭
が
二
十
寓
銭
に
営
る
と
一
言
う
か
ら
、

こ
れ
も
最
短
距
離
で
計
算
す
る
と
、

千
石
の
原
債
が
百
寓
銭
、

一
石
が
千
銭
と
な
る
。
と
こ
ろ

で
前
段
の
魚
阪
が
一
年
間
に
千
石
を
増
殖
問
責
す
る
と
、

そ
の
債
格
は
市
場
債
格
で
二
十
高
銭
ど
こ
ろ
で
な
く
百
寓
銭
に
上
に
る
。
も
ち
ろ
ん

生
魚
の
よ
う
な
も
の
は
生
産
地
と
消
費
地
と
の
聞
に
は
大
き
な
開
き
が
で
き
る
が
、

五
倍
も
値
段
が
還
う
と
す
る
と
、
儲
け
る
の
は
生
産
者
で

も
商
人
で
も
な
く
運
搬
者
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
司
馬
濯
は
別
の
所
で
嘗
時
の
諺
を
引
い
て
、
百
里
の
距
離
へ
は
薪
を
貰
り
に
行
っ
て
も
引

き
あ
わ
な
い
、

と
言
っ
て
い
る
位
で
あ
る
か
ら
、
運
搬
費
が
五
倍
に
も
つ
く
養
魚
業
な
ら
成
立
た
な
い
と
考
え
た
に
違
い
な
い
。

そ
れ
も
考
え
難
い
。
魚
千
石
の
産
出
に
よ
っ
て
百
寓
銭
の
質
上
げ
は

そ
れ
な
ら
ば
養
殖
業
に
要
す
る
勢
力
を
差
引
い
た
結
果
か
と
い
う
と
、

虫
記
貨
硝
博
物
倒
考
持
(
{
門
的
)
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あ
る
が
、
そ
の
中
八
十
寓
銭
は
勢
賃
と
し
て
差
引
い
て
二
十
高
銭
だ
け
が
牧
盆
だ
と
す
る
な
ら
ば
、

こ
の
場
は
そ
れ
で
納
ま
る
が
影
響
す
る
所

が
頗
る
多
い
。
前
述
の
馬
牛
羊
免
の
場
合
で
も
、
新
た
に
数
倍
の
勢
賃
を
加
算
し
な
け
れ
ば
理
窟
が
ム
口
わ
な
く
な
り
、

理
窟
が
A
円
う
と
折
角
算

出
し
た
物
償
鰹
系
が
崩
壊
の
危
険
に
暴
さ
れ
る
。

千
石
の
魚
阪
は
そ
う
深
く
考
え
る
こ
と
な
く
、
常
に
千
石
の
魚
を
養
っ
て
い
る
池
と
解
樺
し
て
す
み
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
池
は
魚
千
石
ぐ
る

み
、
何
時
で
も
百
寓
銭
に
寅
れ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
毎
年
そ
の
中
の
二
百
石
を
賀
出
せ
ば
二
十
寓
銭
の
牧
盆
を
得
る
。
だ
か
ら
そ
の
地
位
は

千
戸
侯
に
等
し
い
、
と
言
、
つ
に
す
ぎ
な
い
。

同
様
に
し
て
刊
の
山
居
千
章
之
材
は
、
い
ま
直
ち
に
千
章
の
材
を
伐
り
出
せ
る
山
林
で
あ
ろ
う
。
材
木
尾
は
こ
の
山
を
何
時
で
も
百
寓
銭
で

買
っ
て
く
れ
る
。
そ
う
で
な
く
て
も
毎
年
二
百
章
の
材
木
を
伐
り
出
し
て
質
れ
ば
二
十
寓
銭
に
な
る
。
尤
も
そ
れ
で
は
五
年
で
も
と
が
な
く
な

る
勘
定
で
あ
る
が
、

同
様
に

ω千
畝
畝
鍾
之
田
も
、
そ
の
債
格
が
百
寓
銭
と
見
積
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
畝
鍾
と
は
一
畝
の
年
牧
穫
量
が
一
錆
の
こ
と
で
あ
る
。

一
鍾
は
普
通
に
六
制
四
斗
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
果
し
て
そ
れ
で
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
場
合
の
検
討
は
寧
ろ
下
段
の
心
か
ら
着
手
す
る

/
t
・、、

の
が
便
利
で
あ
る
。
と
言
、
つ
の
は
、
宇
都
宮
教
授
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
穀
千
鍾
の
債
が
百
寓
銭
に
相
嘗
し
、
そ
れ
を
賓
買
し
て
二
割
の
手

一
方
で
は
こ
れ
ま
で
材
木
と
し
て
の
規
格
に
遁
し
な
か
っ
た
若
木
が
成
長
し
て
伐
採
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

数
料
二
十
寓
が
得
ら
れ
る
と
す
る
と
一
鍾
の
買
債
は
千
銭
、
六
矧
四
斗
で
割
る
と
、

一
僻
の
買
債
百
五
十
六
銭
、
寅
債
は
百
八
十
七
銭
と
な
っ

て
こ
れ
は
少
し
高
き
に
過
ぎ
る
の
で
あ
る
。
尤
も
前
述
の
よ
う
に
そ
れ
が
司
馬
濯
の
濁
自
の
物
債
鰐
系
と
し
て
見
れ
ば
よ
い
わ
け
で
あ
る
が
、

但
し
そ
の
商
品
が
民
衆
の
日
常
生
活
に
必
須
の
も
の
で
あ
る
以
上
は
、
米
騒
動
に
で
も
な
り
そ
う
な
法
外
な
債
格
を
、

す
わ
け
に
行
か
な
い
。
そ
こ
で
宇
都
宮
敬
授
は
文
字
を
改
め
て
、
千
鍾
は
「
千
錯
者
三
之
」
の
三
之
の
二
字
が
落
ち
た
の
で
あ
ろ
う
と
設
か
れ

こ
の
場
合
に
限
り
見
逃

，、Jv
，、、

副
主
，
刀

之
は
別
に
文
字
を
費
え
な
い
で
も
解
樺
を
改
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
片
の
つ
き
そ
う
な
も
の
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
一
鍾
は
普
遁
に
六
側
四
斗
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

叉
別
の
解
穂
が
あ
る
。
郎
ち
准
南
子
、
要
略
訓
の
高
誘
注
に
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と
い
う
一
句
が
あ
っ
て
、
漢
代
の
一
鍾
は
十
州
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
鍾
と
い
う
草
位
が
漢
代
に
お
い
て
も
寅
際
に
用
い
ら

れ
た
こ
と
は
、
大
正
の
末
頃
、
朝
鮮
卒
壌
の
針
岸
、
船
橋
里
か
ら
、
漢
の
孝
文
廟
の
銅
鍾
が
溌
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。
こ
の

銅
鍾
の
銘
に
は

孝
文
廟
銅
鎖
。
容
十
升
。
重
品
川
十
斤
。
永
光
三
年
六
月
造
。

と
あ
り
、
永
党
三
年
は
元
帝
の
治
世
、
紀
元
前
四
一
年
に
蛍
る
。
尤
も
こ
の
銅
鍾
の
容
量
は
十
升
、
即
ち
一
斗
で
あ
る
が
、
准
南
子
の
注
と
讃

み
合
わ
せ
る
と
、
漢
代
の
錆
な
る
輩
位
は
岐
に
六
矧
四
斗
と
い
う
よ
う
な
不
規
則
な
四
準
法
で
は
な
く
十
進
法
に
襲
っ
て
居
り
、
恐
ら
く
大
鐘
、

中
錯
、
小
鍾
と
い
う
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、
大
鐘
が
十
側
、
中
錯
が
一
一
側
、
小
鍾
が
一
斗
と
な
っ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
さ
す
れ
ば
准

南
子
注
の
一
鍾
十
餅
の
鍾
は
犬
錯
で
あ
り
、
孝
文
廟
の
銅
錆
の
一
錆
十
升
は
小
錯
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
貨
殖
停
の
千
錆
は

J

一-一口、つまで

も
な
く
千
大
錯
、
即
ち
寓
削
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
高
餅
が
百
寓
銭
な
ら
ば
、

一一

mは
百
銭
に
嘗
り
、
こ
れ
は
蛍
時
と
し
て
も
考
え
得
ら
れ
る
穀

債
な
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
千
畝
畝
鍾
田
に
戻
る
と
、

司
馬
濯
は
そ
こ
か
ら
年
に
二
十
宮
内
の
牧
盆
、
即
ち
穀
物
に
し
て
二
千
制
が
得
ら
れ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

之
は
一
畝
嘗
り
二
聞
と
な
る
が
、
そ
れ
が
自
作
し
て
の
牧
穫
か
、
或
い
は
小
作
に
出
し
て
の
地
代
か
を
明
言
し
て
い
な
い
。
古
来
百
歩
一
畝
の

牧
穫
量
を
一
石
乃
至
一
石
乍
と
し
て
い
る
の
で
、
漢
代
の
二
百
四
十
歩
一
畝
な
ら
ば
一
畝
か
ら
二
石
四
斗
乃
至
三
石
六
斗
を
得
る
。
小
作
料
は

牧
穫
の
半
額
を
取
っ
た
か
ら
後
者
の
場
合
だ
と
一
畝
で
一
石
八
斗
、
千
畝
で
千
八
百
倒
の
牧
入
を
得
る
の
で
、
そ
の
代
償
十
八
高
と
な
り
、
略
E

二
十
寓
に
近
い
教
を
得
る
。
恐
ら
く
司
馬
濯
の
意
は
千
畝
の
田
を
、
勢
カ
を
費
さ
ず
に
す
む
小
作
に
出
し
た
回
の
場
合
に
取
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

原
文
の
畝
錯
、
即
ち
一
畝
十
餅
の
牧
穫
は
草
な
る
比
喰
に
止
ま
る
で
あ
ら
う
。

次
に
上
述
の
穀
債
一
石
百
銭
を
他
の
史
料
と
比
較
し
て
見
ょ
う
。
居
延
簡
に
は
敷
種
の
穀
債
が
現
わ
れ
る
が
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
は
、
考

県
記
貨
殖
博
物
慣
考
諮
(
宮
崎
)
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四
伴
翻
伸
文
三
一
四
頁
に

梁
粟
石
百
十
c

粟
栗
石
百
五
。

大
奏
石
百
十
。

と
出
て
い
る
も
の
で
、
こ
れ
は
恐
ら
く
籾
の
つ
い
た
穀
物
を
大
石
で
計
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
脱
架
し
て
米
と
し
、

こ
れ
を
小
石
で
量

り
直
す
と
す
る
と
、
そ
の
割
合
は
同
じ
く
居
延
簡
に

粟
一
斗
。
得
米
六
升
(
考
輝
縄
文
二
八
六
頁
)
O

凡
出
穀
。

小
石
十
五
石
。

偽
大
石
九
石
(
間
前
一
一
一
一
二
頁
)
O

と
あ
る
の
で
、
粟
の
大
石
一
餅
と
、
米
の
小
石
一
側
と
は
計
算
し
直
し
て
も
結
局
同
じ
制
敷
、
同
じ
値
段
に
な
る
。

圧
に
宇
都
宮
教
授
が
「
漢

代
社
曾
経
済
史
研
究
」
の
中
の
「
績
漢
志
百
官
受
奉
例
考
」
の
中
で
指
摘
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
。

但
し
居
延
簡
の
中
に
は
こ
れ
よ
り
も
盗
か
に
高
い
穀
債
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

勝
之
巴
得
粟
二
石
直
=
一
百
九
十
c

虞
三
石
直
三
百
六
十
。
也
銭
三
百
五
十
。

凡
巳
得
千
一
百
(
考
樺
鶴
文
一
じ
一
二
頁
)
G

と
あ
り
、
こ
こ
で
は
粟
一
石
百
九
十
五
、

庚
一
石
百
二
十
と
い
う
債
格
が
出
て
い
る
の

康
は
被
葬
(
大
袈
の
一
一
州
)
で
あ
ろ
う
か
。

戎
い
は
開
放

石
は
三
石
の
誤
り
か
と
も
恩
わ
れ
る
が
、
そ
う
す
れ
ば
石
百
三
十
で
廉
と
の
均
衡
も
と
れ
て
く
る
。
貨
殖
俸
の
穀
債
は
買
債
が
石
百
銭
で
あ
る

か
ら
、
責
債
は
石
百
二
十
と
な
り
、
漢
簡
の
穀
債
と
酪
主

一
致
す
る
。
穀
債
に
限
り
、

地
方
差
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

あ
る
程
度
の
一
致
が
望

ま
し
い
の
で
、
こ
の
黙
で
も
貨
殖
停
の
物
債
は
嘗
時
の
異
質
を
語
っ
て
い
る
も
の
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

翻
っ
て
嘗
時
の
国
債
は
ど
れ
程
に
見
積
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
。
漢
書
巻
六
五
、
東
方
朔
俸
に

豊
錦
之
問
。
競
矯
土
膏
。
其
債
畝
一
金
。

と
あ
り
一
金
は
寓
銭
で
あ
る
か
ら
、

さ
す
れ
は
一
一
頃
百
部
銭
と
な
る
が
、
こ
れ
は
明
か
に
誇
張
で
あ
る
。
漢
書
袋
五
四
、
十
字
康
体
に

李
茶
偽
丞
相
。
坐
詔
賜
家
地
陽
陵
。
嘗
得
二
十
畝
口
一
茶
盗
取
三
頃
。
頗
東
得
四
十
鈴
高
。



と
あ
り
、
三
頃
の
地
を
寅
際
に
四
十
鈴
寓
銭
に
貰
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
債
は
一
頃
十
三
時
以
上
、
恐
ら
く
十
五
寓
前
後
で
あ
っ
た
で
あ

ろ
う
。
さ
れ
ば
貨
殖
停
に
千
畝
、
即
ち
十
頃
の
回
は
百
寓
銭
、
従
っ
て
一
頃
十
寓
銭
と
見
積
っ
て
あ
っ
て
も
特
に
古
川
寸
ぎ
る
こ
と
は
な
い
。
円
て

し
て
こ
の
場
合
、
居
延
漢
簡
で
一
頃
寓
銭
と
あ
る
も
の
と
比
較
す
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

匹

主ハ

広)

と
下
段
と
に
分
け
て
比
較
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

史
記
貨
殖
停
の
他
の
部
分
で
は
、
前
段
と
後
段
と
が
ま
た
異
っ
た
封
臆
の
仕
方
を
し
て
い
る
所
が
あ
る
。

い
ま
そ
の
部
分
を
抽
出
し
て
上
段

裂
は
絹
布
と
異
綿
を
A
口
せ
て
目
方
で
量
っ
た
も
の
で
、

こ
の
上
下
段
を
見
比
べ
る
と
、
上
段
は
明
ら
か
に
生
産
設
備
、

若
し
く
は
生
産
資
本
で
あ
り
、

下
段
は
そ
こ
か
ら
生
産
さ
れ
る
市

-也

ヰ句

債

品
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
教
量
的
な
聞
係
は
、
上
段
の
数
量
か
ら

毎
年
、

下
段
数
量
の
二
割
が
産
出
さ
れ
る
勘
定
に
相
還
な
い
。
何

安
ロ
巴
千
樹
秦

後
段

商
販

関
す
る
数
量

と
な
れ
ば
百
寓
銭
に
値
す
る
千
本
の
.
英
樹
か
ら
毎
年
生
産
さ
れ
る

礎
賓
の
代
債
が
二
十
寓
銭
、

下
段
三
千
石
の
奈
の
寅
上
代
金
の

(
前
段
)
生
産
に
閲
す
る
数
量
↑

一
一
築
栗
千
百
者
三
之

燕
秦
千
樹
栗

陳
夏
千
畝
漆

漆
千
斗

割
(
六
百
石
分
)

が
同
じ
く
二
十
高
銭
に
嘗
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う

替
魯
千
畝
桑
麻

吊
禁
細
布
千
鈎

い
う
数
量
的
な
比
例
よ
り
以
外
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

同
様
に
千
畝
の
漆
樹
は
償
格
が
百
寓
銭
で
、
毎
年
漆
二
百
斗
、

金
額
に
し
て
二
十
寓
銭
の
牧
盆
を
あ
げ
う
る
。
千
畝
の
桑
田
か
ら
は
自
繁
二
百
鈎
、
千
畝
の
腕
固
か
ら
は
細
麻
布
二
百
鈎
を
差
出
し
得
る
。
吊

滑
川
千
畝
竹

竹
竿
寓
小

千
畝
庖
茜

庖
茜
千
石

萄
漢
江
陵
千
樹
橘

一
位
果
菜
千
鑓

千
畦
護
主虫

記
貨
殖
惇
物
倒
考
誇
(
宮
崎
)

一
鈎
は
三
十
斤
で
あ
る
。
千
畝
の
竹
林
か
ら
は
毎
年
二
千
小
の
竹
竿
が
得
ら
れ
、
千
畝

l
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人

の
厄
茜
回
か
ら
は
二
百
石
の
厄
茜
な
る
染
料
、
千
樹
の
橘
畑
、
千
畦
の
叢
生
畑
か
ら
は
夫
々
二
百
鐙
の
果
奈
が
と
れ
る
。
こ
れ
ら
の
年
査
は
何

れ
も
純
盆
と
し
て
の
年
産
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
債
何
れ
も
二
十
寓
銭
で
あ
る
。

史
記
貨
殖
停
の
一
賢
表
で
前
後
段
を
針
比
さ
せ
て
取
扱
う
べ
き
も
の
は
以
上
で
略
E

蓋
き
た
と
回
ゅ
う
が
、
な
お
個
々
に
考
察
を
加
う
べ
き
伺

慮
が
残
っ
て
い
る
。
先
ず
後
段
中
の

薪
藁
千
車
。
船
長
千
丈
。

の
文
で
あ
る
が
、

こ
の
・
船
も
従
来
は
市
場
で
寅
買
さ
る
べ
き
商
品
と
見
倣
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
そ
れ
は
お
か
し
い
。
船
は
河
岸
で
造
ら

れ
河
岸
で
寅
ら
る
べ
き
で
、
市
場
な
ど
へ
運
ば
れ
て
く
る
も
の
で
は
な
い
。

だ
か
ら
こ
の
場
令
の
船
は
、
千
車
に
劃
す
る
・
船
千
丈
で
、
恐
ら
く

薪
藁
の
よ
う
な
燃
料
を
計
る
時
に
、
車
で
計
る
方
法
と
艇
で
計
る
方
法
と
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
車
の
方
は
大
凡
そ
積
載
量

が
定
っ
て
い
た
の
で
車
に
千
車
で
現
わ
し
、
舶
の
方
は
大
小
一
定
し
な
い
が
取
り
ま
ぜ
て
長
さ
千
丈
に
わ
た
る
船
に
積
載
し
た
薪
蓑
と
い
う
意

味
で
あ
ろ
う
。
こ
の
下
文
に
は
紹
車
千
乗
、
牛
車
百
雨
と
あ
る
が
、
車
柄
な
ら
ば
市
場
で
寅
ら
れ
で
も
不
思
議
は
な
い
。
も
し
も
前
の
船
が
商

ロ
聞
を
意
味
す
る
な
ら
ば
、
山
富
然
こ
の
次
に
位
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
筈
で
あ
る
。

憧
手
指
千
。

こ
の
意
味
は
注
に
あ
る
如
く
、
奴
隷
百
人
で
あ
る
こ
と
に
異
議
は
な
い
。
た
だ
嘗
時
の
奴
伯
仲
の
債
格
は
他
に
も
文
献
、
史
料
の
徴
す
べ
き
も

の
が
あ
る
か
ら
、
そ
れ
と
の
比
較
を
試
み
た
い
。
さ
て
憧
百
人
の
買
債
は
百
寓
で
あ
り
、
二
割
の
口
銭
を
と
っ
て
寅
れ
ば
寅
債
は
百
二
十
寓
に

な
る
。
故
に
憧
一
人
の
債
格
は
一
寓
乃
至
一
寓
二
千
と
い
う
所
で
あ
る
。
奴
隷
の
債
格
も
ま
た
嘗
時
の
文
献
に
徴
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
先
ず

居
延
漢
簡
に
は
、

よ
く
引
用
さ
れ
る
例
で
あ
る
が

小
奴
二
人
直
三
寓
。
稗
一
人
二
高
(
考
鶴
岡
岬
文
四
五
五
頁
)

0

の
例
が
あ
り
、
小
男
の
奴
は
一
寓
五
千
、
成
人
の
稗
は
二
寓
と
出
て
い
る
。
尤
も
立
命
館
大
皐
の
卒
中
苓
次
敬
授
の
訟
で
は
、
こ
れ
は
貰
債
の



二
倍
に
見
積
っ
て
あ
る
の
で
、
賞
際
は
小
奴
七
千
五
百
、
大
稗
一
寓
で
あ
ろ
う
と
言
、
っ
。
外
に
有
名
な
王
設
の
健
約
で
は
一
寓
五
千
と
あ
り
、

後
漢
時
代
に
な
る
と
臆
勧
の
風
俗
遁
に
、
老
蒼
頭
の
直
二
寓
と
あ
り
、
後
漢
書
巻
七
三
、
朱
陣
停
の
注
に
引
く
彼
の
女
牌
は
金
三
斤

(
銀
三
部
)

に
債
し
た
と
あ
る
。
貨
殖
停
の
憧
の
債
寓
銭
は
低
き
に
過
ぎ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
彼
の
物
債
観
と
し
て
そ
の
ま
ま
存
在
を
認
む
べ
き
で

あ
ろ
う
。紹

車
百
乗
。
牛
車
千
雨
。

紹
車
は
馬
車
で
、

下
の
牛
車
と
は
構
造
の
異
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
文
は
居
延
漢
簡
と
比
較
す
る
時
に
特
殊
な
興
味
が
沸
く
。
漢
簡
の

中

紹
車
一
乗
直
寓
。
牛
車
二
雨
直
四
千
尋
問
障
文
四
五
五
頁
)
O

と
あ
り
、
紹
車
の
債
格
は
貨
殖
俸
の
記
事
で
計
算
し
て
も
一
寓
と
な
る
の
で
ぴ
っ
た
り
符
合
す
る
o

牛
車
は
貨
殖
停
で
は
一
一
附
千
銭
に
し
か
な

ら
な
い
が
、
漢
衝
で
は
一
雨
二
千
と
二
倍
に
な
っ
て
い
る
o

史
記
、
漢
書
等
に
よ
る
と
蛍
時
の
商
人
は
紹
車
を
用
い
て
天
下
を
横
行
し
た
の
で
、

恐
ら
く
遠
距
離
用
の
軽
車
で
あ
る
た
め
移
動
に
容
易
す
く
、
そ
の
債
格
が
み
一
閥
的
に
卒
均
し
て
い
る
に
反
し
、
牛
車
は
短
距
離
用
の
重
車
で
、

木
材
に
不
足
す
る
居
延
地
方
で
特
に
高
債
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
o

そ
れ
よ
り
も
吾
人
の
興
味
を
引
く
の
は
、
貨
殖
停
も
漢
簡
も
、
紹
車
を
一

乗
と
数
え
、
牛
車
を
雨
と
教
え
て
い
る
黙
で
あ
る
。
似
た
よ
う
な
車
で
も
、
夫
々
特
有
の
数
え
方
が
あ
り
、

司
馬
濯
が
正
直
に
そ
れ
に
従
っ
て

書
い
て
い
る
結
が
注
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

子
貸
金
銭
千
貫
。
節
駈
曾
。

こ
の
一
文
最
も
難
解
で
自
信
あ
る
解
を
得
な
い
。
目
下
の
と
こ
ろ
は
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
o

抑
も
引
用
文
後
陵
の
商
品
は
一
年
間
に
淫

次
買
入
れ
、
一
巡
次
寅
却
す
る
線
数
量
で
あ
っ
て
、
買
入
れ
の
た
め
に
支
掛
っ
た
金
額
は
令
計
百
寓
に
な
り
、
そ
の
手
数
料
は
二
十
寓
に
な
る
が
、

こ
れ
は
一
時
に
百
寓
の
資
本
を
所
有
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
前
述
の
如
く
年
間
四
回
轄
な
ら
ば
二
十
五
寓
、

五
回
轄
な
ら
二
十

虫
記
貨
殖
偉
物
債
考
諦
(
宮
崎
)
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高
の
資
本
で
す
む
。
併
し
こ
の
資
本
四
轄
に
は
そ
れ
だ
け
の
心
努
と
峨
労
働
を
必
要
と
す
る
。
最
も
容
易
に
二
十
寓
の
牧
盆
を
塔
げ
る
方
法
は
百

高
の
現
金
を
耳
を
揃
え
て
他
人
に
貸
し
、
他
人
に
運
柑
押
さ
せ
て
そ
の
上
前
を
は
ね
る
や
り
方
の
外
に
な
い
。
こ
の
僚
の
本
文
は
そ
れ
を
言
っ
て

い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
す
る
と
節
組
舎
の
三
字
は
、
駈
曾
即
ち
仲
買
人
に
貸
し
て
利
殖
さ
せ
、
そ
の
中
か
ら
二
割
の
利
息
を
と
る
と
い
う

意
味
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
節
は
調
節
の
節
で
、
金
銭
を
駈
倫
に
貸
し
て
平
均
利
息
を
出
さ
せ
る
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

五

貨
荊
偉
物
債
記
事
の
諮
文
と
一
覧
表

以
上
で
引
用
文
中
の
重
要
な
個
慮
に
劃
す
る
解
樺
は
大
方
終
っ
た
と
思
う
。
そ
こ
で
最
初
に
立
返
り
上
述
の
趣
旨
に
従
っ
て
る
一
引
用
文
の
郁

欝
を
試
み
た
い
。

(
前
段
)
封
建
諸
侯
は
そ
の
領
内
か
ら
上
る
租
税
を
牧
入
と
す
る
。

一
年
に
平
均
一
戸
か
ら
二
百
銭
で
あ
る
か
ら
、

千
戸
に
封
ぜ
ら
れ
た
諸

侯
の
牧
入
は
二
十
市
内
銭
で
あ
り
、
朝
観
聴
享
な
ど
の
交
際
費
を
そ
の
中
か
ら
支
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
併
し
庶
民
の
農
工
商
買
の
家
で

も
、
銭
高
銭
を
持
っ
て
い
れ
ば
そ
こ
か
ら
二
千
銭
の
利
盆
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

だ
か
ら
百
寓
の
資
産
が
あ
れ
ば
年
牧
二
十
寓
が
普

通
で
、
更
径
租
賦
の
よ
う
な
税
金
を
そ
の
中
か
ら
支
出
し
、
そ
の
鈴
り
で
衣
食
に
好
美
を
恐
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
諺
に
一
一
品
、
っ
、

陸
地
の
牧
畜
業
な
ら
ば
、
毎
年
馬
五
十
匹
、
若
し
く
は
牛
百
匹
、
若
し
く
は
羊
五
百
匹
、
氾
御
地
で
は
挽
五
百
匹
を
増
殖
出
賀
す
る
に
足
る

献
群
を
も
っ
牧
場
、
水
演
な
ら
ば
常
に
千
石
の
魚
を
蓄
え
て
い
る
池
、
山
地
な
ら
ば
す
ぐ
千
章
の
材
が
伐
り
出
せ
る
山
林
、
安
ロ
巴
で
は
千
本

の
英
樹
、
燕
秦
で
は
千
本
の
栗
樹
、
萄
漢
江
陵
で
は
千
本
の
密
柑
の
樹
、
准
水
の
北
、
常
山
よ
り
南
、
河
湾
の
地
方
で
は
萩
(
枠
〉

の
木
千

本
、
陳
夏
で
は
千
畝
の
漆
樹
、
一
費
魯
で
は
千
畝
の
桑
田
麻
田
、
滑
川
で
は
千
畝
の
竹
林
、
ま
た
人
口
の
多
い
股
賑
な
都
市
に
接
し
て
は
、
千

畝
の
肥
沃
な
団
地
、
若
し
く
は
千
畝
の
庖
茜
な
ど
の
染
料
植
物
、
千
畦
の
護
主
を
う
え
た
畑
、
以
上
の
う
ち
一
つ
を
所
有
す
る
者
は
み
な
資

産
百
寓
に
相
営
し
、
そ
の
牧
入
が
千
戸
侯
と
同
等
で
あ
る
、

と
云
云
。
ま
こ
と
に
こ
れ
ら
は
打
出
の
小
槌
か
賓
の
山
か
で
あ
る
。
市
場
に
商
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寅
に
出
る
必
要
な
く
、
異
園
へ
販
貰
に
赴
く
世
話
も
な
く
、
黙
っ
て
坐
っ
て
い
れ
ば
他
人
が
買
い
に
来
て
く
れ
る
。
鰐
窟
な
宮
仕
え
す
る
必

要
も
な
く
て
安
楽
な
生
活
が
送
れ
る
の
で
あ
る
。

(
後
段
)
い
っ
た
い
人
民
と
い
う
も
の
は
、

自
分
の
財
産
よ
り
十
倍
の
者
に
は
一
目
お
く
。

百
併
の
者
に
は
骨
骨
敬
を
抑
い
、

千
併
の
者
に
は

喜
ん
で
使
わ
れ
、
寓
倍
の
者
に
あ
え
ば
そ
の
奴
隷
に
な
り
下
る
の
は
、
言
わ
ば
自
然
の
勢
い
で
あ
る
。

た
だ
し
貧
し
い
資
本
で
富
を
求
め
る

に
は
、
農
業
は
手
工
業
に
及
ば
ず
、
手
工
業
は
商
業
に
及
ば
な
い
。
刺
繍
の
よ
う
な
利
盆
あ
る
加
工
業
で
も
市
場
へ
行
っ
て
商
業
を
す
お
に

は
及
ば
な
い
。
商
工
業
は
末
業
と
し
て
蔑
視
さ
れ
る
が
、
賞
は
こ
れ
こ
そ
貧
者
の
生
活
手
段
と
一
一
一
日
う
べ
き
だ
。
交
通
に
便
利
な
大
都
市
へ
出

て
一
年
に
二
十
寓
の
牧
盆
を
上
げ
る
に
は
、
醸
造
業
な
ら
一
年
に
酒
千
腰
、
若
し
く
は
臨
醤
千
域
、
若
し
く
は
醤
千
鯨
を
製
し
て
寅
れ
ば
よ

ぃ
。
肉
屋
な
ら
牛
羊
食
を
そ
れ
ぞ
れ
等
分
に
A
口
計
一
千
匹
を
買
っ
て
屠
っ
て
肉
に
し
て
寅
れ
ば
よ
い
。
商
買
な
ら
ば
穀
物
千
錆
、
若
し
く
は

薪
棄
の
燃
料
千
車
分
、
或
い
は
同
じ
も
の
船
千
丈
の
積
載
分
、
若
し
く
は
材
木
千
章
、
若
し
く
は
竹
竿
寓
小
、
若
し
く
は
船
車
百
飛
、
者
し

く
は
牛
車
千
柄
、
若
し
く
は
漆
器
千
枚
、
若
し
く
は
銅
器
千
鈎
、
若
し
く
は
素
木
・
鍛
器
・
庖
茜
千
石
、
若
し
く
は
馬
二
百
匹
、
若
し
く
は

牛
五
百
匹
、
若
し
く
は
羊
か
免
の
各
二
千
匹
、
若
し
く
は
奴
伯
仲
百
人
、
若
し
く
は
筋
・
角
・
丹
沙
の
各
千
斤
、
若
し
く
は
絹
布
・
異
綿
・
細

麻
布
の
各
千
鈎
、
若
し
く
は
文
采
千
匹
、
若
し
く
は
楊
布
・
皮
革
の
各
千
石
、
若
し
く
は
漆
千
斗
、
若
し
く
は
葉
麹
・
臨
鼓
の
各
千
苓
、
若

し
く
は
飴
蕪
千
斤
、
若
し
く
は
鰍
千
石
、
若
し
く
は
純
千
鈎
、
若
し
く
は
喪
・
栗
各
三
千
石
、
若
し
く
は
狐
腐
の
菜
千
枚
、
若
し
く
は
茶
羊

の
姿
千
石
、
若
し
く
は
腕
席
千
具
、
若
し
く
は
上
越
の
外
の
果
菜
千
鍾
を
買
っ
て
二
割
の
手
数
料
を
と
っ
て
寅
れ
ば
よ
い
。

い
ち
ば
ん
手
濡

ら
さ
ず
に
出
来
る
の
は
現
金
千
貫
(
百
高
銭
)
を
援
っ
て
い
て
、

そ
れ
を
駈
倫
に
貸
し
て
二
割
の
利
息
を
取
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
そ
ん

な
に
多
く
の
資
本
を
是
非
も
た
ね
ば
な
ら
ぬ
必
要
は
な
い
。
資
本
は
運
轄
次
第
だ
。
手
数
料
を
貧
り
す
ぎ
る
と
運
縛
回
数
が
遅
い
か
ら
資
本

が
多
く
要
る
。
薄
利
多
賀
で
や
れ
ば
運
輔
が
早
い
か
ら
小
資
本
で
す
む
も
の
だ
。

だ
か
ら
貧
買
が
三
回
運
轄
す
る
聞
に
、
廉
賀
は
五
回
の
運

轄
を
す
ま
す
。
そ
し
て
資
本
金
延
べ
百
寓
に
劃
す
る
利
盆
は
何
れ
も
年
二
十
高
銭
と
な
っ
て
、
前
に
せ
ロ
っ
た
千
乗
の
封
建
諸
倹
と
肩
を
列
べ

史
記
貨
殖
博
物
慣
考
置
(
宮
崎
)

E日
♂七
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七

る
こ
と
が
で
き
る
。
ざ
っ
と
言
え
ば
ま
ア
こ
ん
な
も
の
で
あ
る
。
他
の
雑
業
で
も
支
掛
っ
た
金
が
返
っ
て
く
る
時
に
二
割
増
え
て
い
な
け
れ

ば
、
そ
れ
は
儲
け
が
な
い
に
止
ま
ら
ず
、
損
を
し
た
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

更
に
分
り
易
い
よ
う
に
、
以
上
の
中
の
数
量
を
表
に
し
て
示
せ
ば
次
の
細
川
表
の
よ
う
に
な
る
が
、
そ
れ
前
に
こ
の
小
論
の
結
論
を
簡
草
に
述

べ
て
お
こ
う
。
史
記
貨
殖
惇
の
物
債
表
中
、
牧
畜
に
関
す
る
部
分
は
他
の
部
分
と
構
成
を
異
に
す
る
。
そ
し
て
そ
の
表
現
上
、
牧
畜
の
部
分
が

特
に
前
段
と
後
段
と
の
聞
の
連
絡
が
密
接
で
あ
る
。
恐
ら
く
こ
の
部
分
だ
け
が
濁
立
し
た
材
料
と
し
て
司
馬
濯
が
入
手
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ

し
て
こ
れ
を
原
と
し
て
彼
が
他
の
部
分
を
創
作
し
た
か
、
或
い
は
肢
に
あ
っ
た
材
料
を
つ
ぎ
足
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

と
も
か
く
二
種
の
起
原

を
異
に
し
た
材
料
が
つ
ぎ
合
わ
さ
れ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
だ
と
思
わ
れ
る
。

次
に
史
記
や
漢
書
の
注
樺
の
債
値
で
あ
る
。
も
し
私
の
上
述
の
考
諸
に
し
て
誤
り
が
な
い
と
す
る
と
、
従
来
の
注
緯
に
は
随
分
出
鱈
目
が
多

司
馬
遼
か
ら
は
兎
も
角
、
班
国
の
時
か
ら
は
百
鈴
年
し
か
た
っ
て
居
ら
ぬ
。
そ

い
こ
と
に
な
る
。
孟
康
な
ど
は
三
園
時
代
の
人
で
あ
る
か
ら
、

れ
が
誤
っ
た
設
を
平
気
で
偉
え
た
と
す
る
と
、
注
穫
は
古
い
か
ら
確
か
な
解
稗
だ
と
は
一
概
に
言
え
な
く
な
る
o

尤
も
孟
康
に
つ
い
て
は
、
貌

志
巻
十
六
社
恕
惇
注
に
貌
略
孟
康
停
を
引
き
、
彼
が
後
宮
の
縁
故
に
よ
り
散
騎
侍
郎
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
を
述
べ
た
後
で

康
段
無
才
敏
。
因
在
冗
官
。
博
強
調
書
惇
。

と
あ
り
、

あ
ま
り
頭
の
よ
く
な
か
っ
た
人
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
注
穣
家
に
は
得
て
し
て
そ
う
い
う
人
物
が
多
く
、
創
作
す
る
才
敏
が
な
い
が
、

頭
の
掘
り
方
が
鈍
い
代
り
に
案
外
記
憶
カ
が
よ
く
師
設
を
正
直
に
俸
え
て
く
れ
る
場
合
も
あ
る
。
そ
の
黙
で
注
稗
な
し
で
は
古
典
、
は
讃
め
ぬ
が
、

但
し
そ
の
信
滋
性
に
は
自
ら
限
度
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
先
入
観
は
恐
ろ
し
い
も
の
で
あ
る
。
も
し
孟
康
が
な
ま
じ
い
に
牛
の
蹄
角
を
合
せ
て
六
だ
と
計
算
し
て
お
か
な
か
っ
た
な
ら

ば
、
後
世
の
讃
者
は
誰
で
も
牛
の
蹄
は
二
つ
に
割
れ
て
い
る
位
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
ら
、
自
分
の
考
え
で
問
遣
い
な
く
讃
ん
だ
で
あ
ろ
う
。

併
し
一
旦
注
滞
家
に
謬
設
を
吹
き
こ
ま
れ
る
と
、
な
か
な
か
そ
こ
か
ら
ら
抜
け
出
ら
れ
な
い
。
私
の
如
き
も
注
穣
か
ら
完
全
に
自
己
を
解
放
す



る
ま
で
三
十
年
か
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
或
い
は
こ
ん
な
麿
言
を
吐
き
な
が
ら
、
賓
は
ま
だ
魔
術
か
ら
醒
め
ず
に
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
心
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補

注

字
は
ラ
ウ
シ
ド
ナ
シ
パ

1
で
な
い
。

こ
ヒ
』

b
u
:
F
5在
こ
な
っ
て
も
、
版
文
の

と
、
;
上

fh
，ヵ

-
e
R
u
t
f
d

、、Ea'
4
E
ム，，.‘、

開
榔
問
問
千
鍾
。
史
記
に
は
聡
千
鑓
と
の
み
あ
り
、
諸
問
者
に
は
飽
千
鍾
と
の
み
あ
る
。

文
字
を
散
り
に
改
め
ず
、
ラ
ウ
シ
ド
ナ
ン
バ
ー
を
そ
の
ま
ま
存
し
て
沿
い
た
ガ
が
よ

恐
ら
く
互
い
に
相
補
っ
て
騨
偲
千
錯
と
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

い
で
あ
ろ
う
。

馬
蹄
峨
千
。
轍
宇
を
史
記
に
は
足
席
に
造
っ
て
い
る
が
、
臓
が
も
し
口
を
意
味
す

(4) 

魚一民
u

漢
書
注
は
こ
の
所
殆
ん
ど
同
文
で
あ
っ
て
誕
の
字
が
無
い
。
こ
れ
は
史
記

る
な
ら
ば
、
漢
書
に
従
つ
で
口
一
崩
に
従
う
べ
き
で
あ
る
う
。
本
論
に
お
い
て
は
凡
て

E
義
の
方
が
よ
い
。

漢
書
に
従
っ
て
口
屑
の
峨
で
統
一
す
る
こ
と
に
し
た
。

i

‘
ピ
リ
・

剖
蹄
角
千
。
第
二
表
を
更
に
均
衡
の
と
れ
た
も
の
に
し
よ
う
と
思
え
ば
、
B
が
臼
に

ー
な
る
と
都
合
が
よ
い
。
そ
う
す
れ
ば
完
全
に

?
?
γ
附
な
る
比
例
が
成
立
す

白

i

・
k
u

、
，
v
止

る
。
そ
の
た
め
に
は
蹄
角
千
の
角
を
除
け
ば
よ
い
が
、
ま
た
考
う
る
に
口
と
し
う
位

(5) 

貧
買
三
之
。

東
方
勝
報
第
二
輯
、
拙
稿
の
齢
白
に
「
貧
買
と
限
珂
」
な
る
胞
を
附

し
て
説
明
し
た
。
こ
れ
が
私
が
史
記
の
注
離
か
ら
解
脱
す
る
第
一
歩
で
b

わ
っ
た

‘ー


